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 中心ソレノイド(CS)磁束の小さい QUEST ではダイバータ配位の運転は注意深く行う必要がある．なぜならダイバ
ータコイル電流はプラズマ位置を外側に押す結果，電場が弱くかつインダクタンスが大きい位置での放電となり，
さらにプラズマ電流と同じ方向にダイバータコイル電流を流すため逆誘導が発生し，大きなプラズマ電流を生成し
にくくなるからである．  
 QUEST では 2 種類のダイバータ配位が可能であるので，本研究では内側ダイバータ配位と内̶外側ダイバータ直列
配位（ここでは外側ダイバータと呼ぶ）の放電特性を比較し，同じプラズマ電流を得るのに必要な中心ソレノイド
の磁束が，内側ダイバータ放電と内̶外側ダイバータ直列配位放電においてどの程度の差があるのか，あるいはな
いのかを実験的に調べる．コイル結線
上これらをすぐに比較するのは困難な
ので，近いショットの範囲内でそれぞ
れのダイバータ配位とリミター配位を
作り比較し，かつリミター配位を基準
として比較する． 

実験結果： 
 外側ダイバータとリミター放電の比
較実験結果を示す．どちらも CS バイア
ス電流を同じ－8ｋA に設定した． 
 Fig.1 に示すように，EFIT で得られ
た外側ダイバータ配位になる t=1.39 s
で,プラズマ電流 40ｋA を駆動する CS
磁束は電流基準で ΔICS=6~6.8ｋA で
あるが，Fig. 2 に示すように EFIT で
得られたリミター放電の場合は 5.5~
5.8ｋA である．この様に同じプラズマ
電流に達するのに必要な CS 磁束はリ
ミター放電の方が小さいことがわかる．
縦長断面であるダイバータ配位のほう
がプラズマインダクタンスそのものは
小さくなるが，全体的に必要な CS 磁束
は大きくなっている． 
 同様に主半径を同程度にして,同じ
実験日に内側ダイバータ配位とリミタ
ー放電の比較実験を行った．プラズマ
電流は 32ｋA とした．内側ダイバータ
配位のとき CS 磁束は電流基準で 
ΔICS=6~6.8 kA であるが，リミター配
位では ΔICS=5.7~5.9 kA である. 
 これを同じプラズマ電流 40ｋA に換
算し比較すると， 
 
外側ダイバータ配位：ΔICS=6.0~6.8 kA 
内側ダイバータ配位：ΔICS=5.8~6.6 kA 
リミター配位：   ΔICS=5.5~5.8 kA 
 
と徐々に必要とする CS 磁束が減少す
る暫定的な結果が得られた．これはま
た，Fig.1,2-(f)の CS コイル近傍の磁
束測定結果(実線, ΔΦCS=0.06,0.055Vs)
からも確認できる． 
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Fig. 1 Temporal evolution of outer divertor operation and EFIT equilibrium 
(#17050). The plasma current Ip, (b) CS current ICS, (c) PF26 and PF17 vertical 
field coil currents, (d) divertor coil current IPF35-12, (e) loop voltages, (f) various 
fluxes, (g) plasma position of the center, (h) plasma inner and outer edge, and 
(i) RF-PC power 
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Fig.2 Temporal evolution of limiter operation and EFIT equilibrium (#17078). 


